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一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
水
道
事
業
会
計
の

歳
入
総
額
は
　
2
1
7
億
9，
3
0
7
万
4
千
円

歳
出
総
額
は
　
2
1
1
億
6，
5
0
9
万
7
千
円

一
般
会
計

一
般
会
計
の
歳
入
総
額
は
、
１
２
７
億

５，
０
６
６
万
６
千
円
で
、
前
年
度
よ
り
８

億
２
３
２
万
９
千
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
入
額
を
財
源
別
に
み
る
と
、
町
税
、

使
用
料
及
び
手
数
料
な
ど
町
独
自
で
得
る

こ
と
の
で
き
る
自
主
財
源
が
、
１
０
４
億

４，
２
６
７
万
２
千
円
で
歳
入
総
額
の
81
・

９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
自
主
財
源

の
根
幹
を
な
す
町
税
は
、
前
年
度
と
比
べ

０
・
６
％
増
の
78
億
７，

７
０
５
万
４
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
支
出
金
や
町
債
、
地
方

交
付
税
な
ど
か
ら
な
る
依
存
財
源
は
、
前

年
度
と
比
べ
19
・
９
％
減
の
、
23
億
７
９

９
万
４
千
円
で
、
歳
入
総
額
の
18
・
１
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
歳
出
は
経
常
的
経
費
の
節
減
・

節
約
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
業
の
効
率

的
な
執
行
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
総
額
１

２
１
億
３，
６
２
１
万
９
千
円
（
前
年
度
比

３
・
６
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

歳
出
額
を
目
的
別
に
み
る
と
、
土
木
費

が
21
億
８，

２
９
６
万
９
千
円
と
最
も
多

く
、
全
体
の
18
・
０
％
を
占
め
、
続
い
て

総
務
費
21
億
７，

９
１
１
万
４
千
円

（
17
・
９
％
）、
民
生
費
20
億
４，

４
１
０

万
２
千
円
（
16
・
８
％
）
の
順
と
な
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
性
質
別
で
は
社
会
資
本
の
整
備

に
重
点
を
置
い
た
普
通
建
設
事
業
費
が
、

前
年
度
よ
り
19
・
５
％
減
の
15
億
６，
０
３

０
万
２
千
円
。
人
件
費
に
つ
い
て
は
前
年

度
と
ほ
ぼ
同
額
の
35
億
２
５
７
万
９
千
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
実
質
収
支
額
は
５
億
８，
７
３
６

万
７
千
円
の
黒
字
と
な
り
、
翌
年
度
へ
の

繰
越
金
と
な
り
ま
し
た
。

平成13年度
決算

平
成
13
年
度
の
決
算
が
、
町
議
会
９
月
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
・
特
別
会
計
（
国
民
健

康
保
険
・
老
人
保
健
・
介
護
保
険
・
下
水
道
事
業
）
・
水
道
事
業
会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額
は
、
２
１
７

億
９，
３
０
７
万
４
千
円
、
歳
出
総
額
は
、
２
１
１
億
６，
５
０
９
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
町
で
は
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
、
福
祉
、
環
境
、
教
育
施
策
や
生
活
基
盤
整
備
な
ど
、

町
民
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る
施
策
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
た
。

皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た

の
か
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

繰入金 
672,828 
（5.3） 

国庫支出金 
411,911（3.2） 

分担金及び負担金 
　　　　　（0.7） 
使用料及び手数料 
　　　　　（1.9） 
財産収入　（0.4） 
寄附金　　（0.4） 

地方譲与税　　（1.1） 
利子割交付金　（1.2） 
ゴルフ場利用税交付金（0.5） 
 

自動車取得税交付金（1.2） 
地方特例交付金（1.7） 
交通安全対策特別交付金（0.1） 

町税 
7,877,054 
（61.8） 

繰越金  
958,250（7.5） 

諸収入 
497,075（3.9） その他 

437,465（3.4） 

県支出金 
443,248（3.5） 

地方消費税交付金 
419,789（3.3） 

地方交付税 110,046（0.9） 

町債 174,300（1.4） 

その他  
748,700 
（5.8） 

10,442,672 
（81.9） 

自
主
財
源 

 

依存財源  
2,307,994 
（18.1） 

一般会計 
歳入合計 
12,750,666

一般会計　歳入

※単位は千円
（ ）内は％を示す
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特集 平成13年度決算

一般会計の主な実施事業

議会費　185,194千円

●議会運営費 4,891千円

●議会だよりの発行 3,692千円

総務費　2,179,114千円

●町内循環バスの運行 14,939千円

●地域づくり活動事業費（自治会活動交付金など）

33,494千円

●総合計画・後期基本計画策定事業費 6,757千円

●情報通信技術(IT)講習会の開催 13,925千円

●交通安全対策費（道路反射鏡・区画線設置工事など）

23,780千円

●防犯対策費（防犯灯設置工事など）21,912千円

民生費　2,044,102千円

●障害者生活援護事業費（心身障害者福祉手当の

支給、重度・中度障害者医療費の助成など）

162,824千円

●在宅老人援護対策事業費（一人暮らし老人給食

サービス、ホームヘルパー養成研修事業の実施

など） 37,141千円

●老人生きがい対策事業費（寿大学の開催、老人

クラブ運営費補助など） 10,922千円

●児童手当支給事業費 139,300千円

●子育て支援対策事業費

（かえでっこのつどいの開催） 1,100千円

衛生費　1,326,578千円

●高齢者インフルエンザ予防接種事業費 5,055千円

●母子保健事業費（各種健康診査、親子教室の実

施など） 15,369千円

●成人・老人保健事業費（成人病検診、生き生き

健康体操教室の実施など） 116,203千円

●愛川聖苑管理経費（駐車場増設工事など）

82,408千円

●ごみ減量化・再資源化推進事業費（集団資源回

収事業補助金など） 16,105千円

●ごみ処理施設の運転・維持管理経費 401,737千円

農林水産業費　299,780千円

●農業振興対策事業費（有害鳥獣・猿害防止対策

事業補助金など） 4,905千円

●農道・農業用水路整備事業費 15,977千円

●農村総合整備事業費（農道1号線整備工事など）

71,356千円

●園芸振興対策事業費（ふれあい農業学園事業補

助金など） 1,310千円

●畜産振興対策事業費（家畜予防対策事業補助金

など） 8,062千円

●林業振興事業費（作業路開設など）21,853千円

商工費　445,230千円

●商工振興対策事業費（商店会連合会運営事業補

助金、街路灯管理事業補助金など）11,195千円

●繊維産業振興対策事業費（地場産業育成事業補

助金など） 75,220千円

●商工振興利子補給金 11,246千円

●あいかわ景勝10選関係経費（写真・絵画コンク

ールの開催など） 1,094千円

●勤労者住宅資金利子補給金 7,906千円

教育費 
1,609,168 
（13.3） 

公債費 
1,004,520 
（8.3） 

農林水産業費 299,780（2.5） 

商工費  
445,230（3.7） 

災害復旧費  
212（0.0） 

諸支出金 68,266（0.6） 

民生費 
 2,044,102 
（16.8） 

衛生費 
 1,326,578 
（10.9） 

土木費 
 2,182,969 
（18.0） 

消防費 
 791,086 
（6.5） 

総務費 
 2,179,114 
（17.9） 

議会費 185,194（1.5）

一般会計 
歳出合計 
12,136,219

災害復旧事業費  
212（0.0） 

補助費等   
512,335（4.2） 扶助費  519,802（4.3）

補助事業費 
411,700（3.4） 

一般会計 
歳出合計 
12,136,219

投資及び出資金   
25,772（0.2） 維持補修費 

199,117（1.7）

繰出金 
1,304,681 
（10.7） 

積立金 
1,144,486 
（9.4） 

公債費 
1,004,517 
（8.3） 

貸付金407,266 
（3.4） 

物件費 
1,955,150 
（16.1） 

人件費 
3,502,579 
（28.8） 

普通建設事業費 
1,560,302（12.9） 

単独事業費 
1,148,602 
（9.5） 

一般会計　歳出（目的別）一般会計　歳出（性質別）

※単位は千円
（ ）内は％を示す
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町債（借入金）の残高　町税の内訳

総　務　債 284,333千円

民　生　債 213,064千円

衛　生　債 1,926,171千円

土　木　債 1,306,910千円

教　育　債 2,004,186千円

公営住宅債 189,655千円

減 税 補 て ん 債 1,477,272千円

臨時税収補てん債 221,464千円

合　　　　　　計 7,623,055千円

納税額　530,799円
歳出額　817,805円
（一般会計）

納税額　183,936円　　
歳出額　283,391円
（一般会計）

※（ ）内は、前年度比

町民税（個人） 1,824,176千円（1.7％減）

〃　（法人） 713,522千円（3.6％減）

固 定 資 産 税 4,518,552千円（2.3％増）

軽 自 動 車 税 49,421千円（6.2％増）

町 た ば こ 税 273,928千円（0.8％減）

特別土地保有税 1,755千円（5.8％減）

都 市 計 画 税 495,700千円（0.0％減）

合　　　　　計 7,877,054千円（0.6％増）

町の主な財産

普
　
通
　
債

土　地
5,869,012m2

建　物
124,754m2

基　金
32億1,852万円

土木費　2,182,969千円

●道路新設改良舗装事業費（改良工事、用地取得

など） 607,705千円

●都市排水路整備事業費（田代・戸倉都市排水路

整備工事など） 26,702千円

●公園整備事業費（上熊坂街区公園整備工事など）

35,514千円

●田代運動公園管理経費 72,729千円

●三増公園管理経費 16,247千円

消防費　791,086千円　

●応急手当普及啓発活動推進事業費 1,922千円

●消防ポンプ自動車購入費 26,555千円

●消防団活動経費 19,031千円

●第3分団第3部・第4部器具舎建設などの工事費

36,766千円

教育費　1,609,168千円

●教育相談事業費（スクールカウンセラー・心の

教室相談員の配置など） 11,374千円

●半原小学校校舎大規模改造工事費 334,974千円

●小・中学校情報教育推進事業費（小学校にパソ

コン各22台配置など） 42,074千円

●放課後児童健全育成事業費（21行政区で実施）

19,151千円

●下谷八菅山児童館建設事業費　　　25,071千円

●図書館蔵書管理システムの導入 4,783千円

●各種スポーツ行事・講習会の開催（町一周駅伝

競走大会、トレーニング教室の開催など）

10,590千円

その他　1,072,998千円

●災害復旧費 212千円

●公債費 1,004,520千円

●諸支出金 68,266千円

昨年度、宝くじの助成を受け、300本のヤマザクラを
植えた鳶尾山

●町民１人当たり ●１世帯当たり
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特集 平成13年度決算

■
国
民
健
康
保
険
事
業
　

町
民
の
健
康
保
持
と
増
進
の
た
め
、
適

正
な
課
税
、
保
険
給
付
を
行
い
医
療
保
障

の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

■
老
人
保
健
事
業
　

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
医
療
費
の
負
担

が
増
加
傾
向
に
あ
る
中
で
、
老
後
に
お
け

る
健
康
保
持
の
た
め
医
療
費
の
適
正
化
に

努
め
、
健
全
な
医
療
給
付
を
進
め
ま
し
た
。

■
介
護
保
険
事
業

適
正
な
要
介
護
認
定
を
行
う
と
と
も
に
、

要
介
護
・
要
支
援
者
の
能
力
に
応
じ
、
自

立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
保
険
給
付
を
行
い
、
保
健
医
療
の
向

上
と
福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
し
た
。

■
下
水
道
事
業

田
代
・
半
原
地
区
の
面
整
備
や
、
整
備

済
み
区
域
の
舗
装
復
旧
工
事
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
整
備
区
域
拡
大
の
た
め
の
実

施
設
計
業
務
委
託
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
末
現
在
の
下
水
道
人
口
普
及

率
は
76
・
３
％
で
す
。

特
別
会
計

歳
入
　
79
億
５，

２
８
７
万
１
千
円

歳
出
　
78
億
８，

９
４
５
万
８
千
円

水
道
事
業
会
計

会計名 決算額
対前年度比

増減額 増減率（%）

国民健康保険 3,128,189 234,704 8.1

老 人 保 健 1,981,741 122,034 6.6

介 護 保 険 858,059 116,344 15.7

下 水道事業 1,984,882 △251,307 △11.2

合　　　　計 7,952,871 221,775 2.9

（単位：千円）
歳　入

会計名 決算額
対前年度比

増減額 増減率（%）

国民健康保険 3,093,137 204,216 7.1

老 人 保 健 1,988,895 106,655 5.7

介 護 保 険 867,607 164,819 23.5

下 水道事業 1,939,819 △255,055 △11.6

合　　　　計 7,889,458 220,635 2.9

（単位：千円）
歳　出

収益的収入と支出（消費税を含む）

収入済額 支出済額 収支差引額

655,130千円 492,193千円 162,937千円

資本的収入と支出（消費税を含む）

収入済額 支出済額 収支差引額

434,406千円 647,226千円 △212,820千円

※収入と支出の不足額は、積立金などで補てん

水
道
事
業
の
使
命
は
、
安
全
で
良
質
な

水
を
需
要
に
応
じ
安
定
的
に
供
給
し
、
皆

さ
ん
の
健
康
で
豊
か
な
日
常
生
活
や
、
さ

ま
ざ
ま
な
経
済
活
動
の
向
上
に
寄
与
す
る

こ
と
で
す
。

経
営
状
態
は
、
経
済
活
動
の
低
迷
や
節

水
型
生
活
機
器
の
普
及
、
さ
ら
に
利
用
者

の
節
水
意
識
の
浸
透
に
よ
り
、
有
収
水
量

は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、
前
年
度
に
比

べ
１
・
３
％
減
少
し
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

水
道
事
業
の
基
幹
収
入
と
な
る
水
道
料
金

が
１
・
１
％
の
減
と
な
っ
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
水
道
事
業
収
益
の
総
額
は
前
年
度
よ

り
１
・
６
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
支
出
で
は
修
繕
工
事
な
ど
が
減

少
し
た
こ
と
か
ら
、
水
道
事
業
費
用
の
総

額
は
、
前
年
度
に
比
べ
２
・
７
％
減
少
し

ま
し
た
。

当
年
度
純
利
益
は
１
億
３，
５
１
２
万
円

計
上
し
ま
し
た
が
、
施
設
整
備
事
業
の
た

め
の
積
立
金
を
６，
６
５
８
万
７
千
円
取
り

崩
し
た
た
め
、
利
益
剰
余
金
の
総
額
は
４

億
１，
９
７
５
万
５
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
水
道
施
設
整
備
事
業
は
、
安
定

給
水
を
確
保
す
る
た
め
の
第
４
次
拡
張
事

業
と
し
て
建
設
を
進
め
て
い
ま
し
た
志
田

第
２
配
水
場
が
完
成
し
ま
し
た
。

建
設
改
良
事
業
で
は
、
老
朽
管
を
耐
震

性
の
あ
る
鋳
鉄
管
へ
の
敷
設
替
え
を
実
施

す
る
な
ど
、
水
道
施
設
の
整
備
・
改
良
を

促
進
し
ま
し
た
。
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町政 情 報 館

老
人
保
健
の
対
象
が
75
歳
以
上
へ

患
者
負
担
の
割
合
な
ど
も
変
更
10
月
１
日
か
ら

国
民
健
康
保
険
の
一
部
負
担
金
が
変
更

10
月
１
日
か
ら

老
人
保
健
で
診
療
を
受
け
る
の

は
、
こ
れ
ま
で
70
歳
以
上
の
人
で

し
た
が
、
10
月
１
日
か
ら
75
歳
以

上
の
人
に
変
わ
り
ま
す
。
ま
た
、

医
療
費
の
患
者
負
担
の
割
合
も
変

わ
り
、
所
得
に
応
じ
て
１
割
ま
た

は
２
割
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
外

来
の
月
額
上
限
制
の
診
療
所
で
行

わ
れ
て
い
た
、
１
回
８
５
０
円
の

定
額
負
担
制
は
廃
止
さ
れ
ま
す
。

患
者
負
担
限
度
額
は
、
世
帯
単

位
で
外
来
と
入
院
を
合
わ
せ
た
限

度
額
に
な
り
ま
す
。
外
来
に
つ
い

て
は
個
人
ご
と
の
限
度
額
も
定
め

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
医
療
機

関
の
窓
口
で
の
支
払
い
は
、
定
め

ら
れ
た
限
度
額
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
10
月
か
ら
１
割
ま
た

は
２
割
を
支
払
い
（
限
度
額
を
超

え
る
分
も
い
っ
た
ん
支
払
う
）、

後
に
申
請
に
よ
り
町
か
ら
払
い
戻

し
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
長
寿
課
高
齢
福
祉

班
1（
内
線
）
２
７
６
へ
。

国
民
健
康
保
険
の
一
般
被
保
険

者
（
０
歳
以
上
70
歳
未
満
）
は
、

こ
れ
ま
で
３
割
負
担
で
し
た
が
、

10
月
１
日
か
ら
年
齢
に
よ
っ
て
負

担
割
合
が
変
わ
り
ま
す
。

70
歳
以
上
75
歳
未
満
の
方
に

は
、
国
民
健
康
保
険
証
と
は
別
に

自
己
負
担
額
を
示
す
「
高
齢
受
給

者
証
」
を
交
付
し
ま
す
。
医
療
機

関
に
か
か
る
と
き
は
、
国
民
健
康

保
険
証
と
「
高
齢
受
給
者
証
」
の

両
方
を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
◆
健
康
づ
く
り
課
国

民
健
康
保
険
班
1（
内
線
）
２
６
９

へ
。

外来 ・定額制の診療所
１日850円

・病院および定率制の診療所
定率１割負担

入院 定率１割負担

75歳以上の人（ただし、昭
和７年９月30日以前に生ま
れた人と、65歳以上の障害
認定を受けている人は引き続
き対象となります）

70歳以上の人
（老人保健法による障害認
定を受けている人は65歳
以上）

外来・入院
定率１割負担
（高所得者は２割負担）

平
成
14
年

９
月
30
日
ま
で

平
成
14
年

10
月
１
日
か
ら

老人保健で診療を受ける人 患者負担の割合

平成14年10月1日から
１カ月あたり患者負担限度額

負担区分

72,300円×（か
かった医療費―
361,500円）×
１％（40,200円）

40,200円

12,000円 40,200円

8,000円

24,600円

患者負担の限度額（入院を含
めた世帯合算）

15,000円

75

歳
　
　
以
　
　
上

高所得者

一般

Ⅰ

Ⅱ

外来（個人ごと）

※３

※1

※2

（
住
民
税
非
課
税
世
帯
）

低
所
得
者

※１ 低所得者Ⅰ　世帯員全員が住民税非課税である方

※２ 低所得者Ⅱ　世帯員全員が住民税非課税である方

で、世帯の所得が一定基準以下の世帯に属する方

※3 （ ）内の数字は年4回以上、医療費の払い戻しを

受けた場合の患者負担限度額

平成14年９月30日まで
１カ月あたり患者負担限度額

負担区分
一　　般 37,200円

24,600円

15,000円

住 民 税
非課税世帯

3,200円
（ベット数200
以上の病院
5,300円）老齢福祉

年金受給者

外　来 入　院

70
歳
以
上

低
所
得
者

一
　
部
　
負
　
担
　
金
　
の
　
割
　
合

●３歳未満の乳幼児
２割

●３歳以上７０歳未満
・一般　　　　　　３割
・退職者本人　　　２割
・退職者扶養　外来３割

入院２割
●70歳以上75歳未満

１割
（一定以上の所得者は2割）

＊75歳以上は老人保健

●０歳以上70歳未満
・一般　　　　　　３割
・退職者本人　　　２割
・退職者扶養　外来３割

入院２割　

＊70歳以上は老人保健

平成14年９月30日まで 平成14年10月１日から

平成14年9月30日
までに老人保健の
適用を受けていた
方は、引き続き老
人保健が適用（ ）



愛
川
町
で
は
厚
木
市
・
清
川
村

と
の
、
平
成
24
年
度
の
ご
み
の
広

域
処
理
開
始
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
そ
の
基
本
方
針
と
な
る
「
厚

木
愛
甲
ご
み
処
理
広
域
化
基
本
計

画
」
を
策
定
す
る
に
当
た
り
、
そ

の
委
員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

活
動
期
間
◆
平
成
14
年
12
月
か
ら

平
成
15
年
10
月
ま
で

応
募
資
格
◆
町
内
在
住
の
満
20
歳

以
上
の
方

※
公
務
員
な
ど
の
公
職
に
あ
る

方
、
町
の
ほ
か
の
審
議
会
な
ど
の

公
募
委
員
に
着
任
さ
れ
て
い
る
方

は
除
く
。

募
集
人
数
◆
１
人

締
め
切
り
日
◆
平
成
14
年
10
月
31

日（
木
）ま
で

応
募
方
法
◆
「
厚
木
市
、
愛
川
町

お
よ
び
清
川
村
の
ご
み
処
理
の
将

来
像
」
に
つ
い
て
１，
２
０
０
字
程

度
の
レ
ポ
ー
ト
と
、
郵
便
番
号
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
職

業
・
電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
郵

送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
書
類
審

査
に
よ
り
選
考
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

レ
ポ
ー
ト
提
出
先
と
問
い
合
わ
せ

◆
〒
２
４
３
│
０
３
９
２
　
愛
川

町
角
田
２
５
１
│
１
愛
川
町
環
境

経
済
部
環
境
課
1（
２
８
５
）
２
１

１
１
内
線
３
８
１
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
２
８

６
）５
０
２
１

E
-m
ail

k
a
n
k
y
o
@
to
w
n
.

aik
aw
a.k
an
ag
aw
a.jp

7 2002.October

愛
川
町
議
会
９
月
定
例
会
で
、

教
育
委
員
会
委
員
に
八
木
一
郎
さ

ん
（
半
原
）
を
再
任
、
足
立
原
威

さ
ん
（
八
菅
山
）
を
新
た
に
任
命

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、
10
月
１

日
付
で
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員
に
八
木
さ
ん
と
足
立
原
さ
ん

10
月
か
ら
祝
日
で
も
、
ビ
ン
や

缶
な
ど
の
資
源
ご
み
を
収
集
し
ま

す
。10

月
14
日
（
月
）、
11
月
４
日

（
月
）、
12
月
23
日
（
月
）、
１
月
13

日
（
月
）、
２
月
11
日
（
火
）、
３
月

21
日
（
金
）
は
い
ず
れ
も
祝
日
で

す
が
、
資
源
ご
み
の
収
集
を
行
い

ま
す
（
燃
え
る
ご
み
は
収
集
し
ま

せ
ん
）。
ま
た
、
12
月
23
日
（
月
）

は
平
常
業
務
と
し
、
燃
え
る
ご
み

も
収
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
９
月
24
日
（
火
）

に
新
聞
折
り
込
み
で
配
布
し
ま
し

た
「
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
」

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

カ
レ
ン
ダ
ー
は
役
場
や
町
内
の
金

融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
美
化
プ
ラ
ン
ト
1

（
２
８
１
）
２
２
５
８
へ
。

祝
日
も
集
め
ま
す
　
ビ
ン
・
缶
な
ど
の
資
源
ご
み

今
月
21
日
か
ら
27
日
ま
で
は
行

政
相
談
週
間
で
す
。
こ
の
週
間
は

行
政
相
談
・
行
政
相
談
委
員
制
度

を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も

ら
い
、
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
総
務
省
が
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。町

で
は
行
政
相
談
週
間
に
先
立

ち
「
特
設
行
政
相
談
」
を
開
設
し

ま
す
。
国
を
は
じ
め
と
す
る
行
政

機
関
の
仕
事
に
関
す
る
苦
情
・
意

見
・
要
望
な
ど
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

日
時
◆
10
月
11
日（
金
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時

会
場
◆
役
場
相
談
室

当
日
は
「
人
権
相
談
・
な
や
み
ご

と
相
談
」
も
お
受
け
し
ま
す
。
相

談
は
一
切
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
◆
住
民
課
住
民
相
談

班
1（
内
線
）
２
５
５
へ
。

「
厚
木
愛
甲
ご
み
処
理
広
域
化
基
本
計
画
」

策
定
委
員
を
募
集

都
市
計
画
に
関
す
る

法
定
縦
覧
の
お
知
ら
せ

特
設
行
政
相
談
を
開
設
　

10
月
21
日
〜
27
日
は
行
政
相
談
週
間

建
築
基
準
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
公
布
に
伴
い
、
都
市

計
画
に
お
い
て
現
行
建
ぺ
い
率
を

定
め
る
案
を
、
次
に
よ
り
皆
さ
ん

に
縦
覧
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
案
に
ご
意
見
の
あ
る
方
は
縦
覧

の
期
間
中
、
県
知
事
あ
て
に
意
見

書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

縦
覧
場
所
◆
都
市
施
設
課
ま
た
は

県
都
市
計
画
課

縦
覧
期
間
◆
10
月
１
日
（
火
）
〜
15

日
（
火
）
ま
で
　
午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
・
休
日
は
除
く
。

問
い
合
わ
せ
◆
都
市
施
設
課
都
市

計
画
班
1（
内
線
）
３
２
３
へ
。

八木一郎さん

足立原　威さん
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火災や地震などの災害に備えて、各行政区ごとに防災訓練が行われました。

それぞれの地域の児童館などで、消火器や消火栓の使い方、応急手当ての方法、

給食訓練などを行った地区や、避難所へ実際に一晩泊り込む「避難所宿泊体験」

を実施した地区もありました。

一方、愛川郵便局（駒形修次局長）でも、職員・非常勤職員50人が参加して

防災訓練を行いました。町消防職員から消火器の使い方などの指導を受けたほ

か、窓口でお客さんを避難場所に安全に誘導したり、災害の情報を正しく収集

伝達したりする訓練も実施しました。

一に備え　各地域で防災訓練を実施万

夏休み最後の日曜日となった9月1日、大勢の観光客でにぎわ

う田代運動公園裏の中津川河原で、ＴＶＫテレビが開局30周

年記念番組の生放送を行いました。

番組のタイトルは「あっぱれＫＡＮＡＧＡＷＡ大行進」。県内

の37市町村を順次生中継で紹介する番組で、いよいよ愛川町の

番となったこの日、中津川の清流をバックに、司会のぜんじろう

さんとアシスタントの女性2人が、河原で遊ぶ親子などを巻き込んで

コミカルな番組を展開。ストリートミュージシャンが、愛川町のイメー

ジソングを即興で作り歌ったり、地元の皆さんがクイズに参加したりと、わが

愛川町の人々の表情と自然の魅力を紹介しました。

ＶＫテレビが中津川で生放送
町の人々や自然を紹介T

I C S
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8月25日（日）、愛川町恒例の勤労祭野外フェスティバ

ルが盛大に開催され、約19,000人の来場者でにぎわい

ました。

内陸工業団地内の街路を歩行者天国にした会場では、

焼き鳥やアユの塩焼きなど、たくさんの模擬店が並んだ

ほか、紅白カラオケ合戦やサンバパレード、キッズビク

スなどのイベントも華やかに披露され、過ぎ行く夏の一

日を飾りました。

19回勤労祭野外
フェスティバルが開催第

愛川町明るい選挙推進協議会（関戸喜美会長）が、

このほど、明るい選挙と投票参加を呼び掛けるために

行ったポスターコンクールで、山形菜摘さん（半原小

学校5年生）と樺山香織さん（愛川中学校3年生）が

最優秀賞に輝きました。このコンクールには、町内の

小中学校の児童・生徒29人が応募。入選者は次のと

おりです。（敬称略）

●小学校の部

最優秀賞 山形菜摘（半原小学校５年生）

優 秀 賞 伊藤恋子（高峰小学校６年生）

優 秀 賞 落合大悟（菅原小学校６年生）

佳　　作 松田桃子（半原小学校５年生）

佳　　作 松永亜弓（半原小学校５年生）

佳　　作 関根彩乃（菅原小学校６年生）

佳　　作 武田直哉（菅原小学校６年生）

●中学校の部

最優秀賞 樺山香織（愛川中学校３年生）

優 秀 賞 黒木美來（愛川東中学校３年生）

佳　　作 鳥居祥子（愛川中学校３年生）

山形菜摘さんと樺山香織さんが最優秀

るい選挙啓発ポスター明

T O P

子育て真っ最中のお母さんたちを支援する「子育て支援センター」（愛称「あ

い」）が、9月3日（火）、町福祉センター3階にオープンしました。当日は、町

の広報紙などでオープンを知った大勢の親子連れなどが訪れ、

おもちゃや絵本、保育士による人形劇で楽しいひととき

を過ごしました。1歳の子どもと一緒に訪れた母親は、

「子育て支援センターは、平日であれば毎日利用すること

ができるので、このような施設ができてとてもよいと思い

ます」と話していました。

育て支援センター
町福祉センター3階にオープン！子

山形菜摘さんの作品 樺山香織さんの作品
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切
り
絵
は
線
と
空
間
の
妙
技

私
た
ち
「
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
」

は
、
切
り
絵
を
作
り
、
そ
し
て
作
品
を
楽
し

む
サ
ー
ク
ル
で
す
。
町
主
催
に
よ
る
「
切
り

絵
教
室
」
に
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と

な
っ
て
、
今
年
の
４
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

切
り
絵
は
日
本
に
昔
か
ら
伝
わ
る
技
法
で
、
古
く
は
１，
３
０
０
年
も
前
の

作
品
が
現
存
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
型
紙
と
の
り
を
使
っ

て
、
布
や
紙
に
模
様
を
染
め
る
伝
統
的
な
型
紙
染
め
も
、
切
り
絵
の
技
術
を

応
用
し
た
技
法
で
す
。

一
枚
の
紙
を
カ
ッ
タ
ー
で
丁
寧
に
切
っ
て
い
く
と
、
線
と
空
間
が
織
り
な

す
、
生
き
生
き
と
し
た
表
情
の
作
品
が
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
出
来
上
が
っ

た
作
品
は
、
紙
や
短
冊
に
張
っ
て
飾
る
だ
け
で
な
く
、
絵
手
紙
や
う
ち
わ
な

ど
に
張
る
こ
と
で
、
ま
た
違
っ
た
趣
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

毎
月
第
２
第
４
木
曜
日
の
午
前
９
時
30
分
か
ら
11
時
ま
で
、
ラ
ビ
ン
プ
ラ

ザ
で
講
師
を
招
い
て
指
導
を
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
半
原
公
民
館
ま
つ
り

に
作
品
を
展
示
し
た
り
、
体
験
教
室
を
開
い
た
り
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
で
も
安
心
し
て
始

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
い
つ
で
も
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

連
絡
先
◆
1（
２
８
５
）
４
３
４
９

辰
口
ま
で
。

愛
川
中
学
校
は
す
べ
て
の
教
育
活
動
を
通

し
て
、
地
域
の
力
を
お
借
り
し
、
地
域
の

方
々
と
共
に
育
っ
て
い
ま
す
。

10
年
ほ
ど
前
か
ら
進
路
指
導
学
習
の
一
環

と
し
て
始
め
た
職
場
体
験
学
習
。
体
験
場
所

は
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
保
育
園
や

美
容
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
30
カ
所
に
も
及

ん
で
い
ま
す
。
ど
こ
の
職
場
で
も
生
徒
は
か

わ
い
が
ら
れ
、
そ
こ
で
の
体
験
は
生
徒
自
身

の
進
路
を
決
定
す
る
一
助
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。総

合
的
学
習
は
３
年
前
か
ら
取
り
組
み
を

始
め
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
「
生
き
方
を
考

え
る
読
書
タ
イ
ム
」「
個
人
テ
ー
マ
を
追
究

す
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
」「
お
互
い
の
生

き
方
を
認
め
合
う
異
文
化
理
解
タ
イ
ム
」

「
地
域
を
知
り
、
地
域
の
た
め
に
働
く
環
境

美
化
タ
イ
ム
」
と
い
う
四
つ
の
分
野
を
柱
に

し
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
生
き
生
き
と
活
動

し
て
い
ま
す
。

読
書
タ
イ
ム
に
は
、
地
域
の
読
書
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
「
お
話
ポ
ケ
ッ
ト
」
の
皆
さ
ん
に
よ

る
読
み
聞
か
せ
を
聞
い
て
い
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
タ
イ
ム
で
は
、
自
治
会
長
さ

ん
な
ど
か
ら
話
を
聞
き
た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス

を
い
た
だ
い
た
り
し
て
、
生
徒
は
個
人
で
課

題
を
見
つ
け
る
力
を
付
け
て
き
ま
し
た
。

異
文
化
理
解
タ
イ
ム
は
、
２
年
生
が
三
浦

で
の
宿
泊
体
験
学
習
、
３
年
生
が
京
都
・
奈

良
へ
の
修
学
旅
行
で
異
文
化
に
触
れ
、「
皆

違
っ
て
皆
良
い
」
と
い
う
思
い
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

環
境
美
化
タ
イ
ム
で
は
、
町
職
員
な
ど
か

ら
町
の
ご
み
処
理
な
ど
の
現
状
を
聞
き
、
各

学
級
が
15
の
地
区
に
分
か
れ
て
そ
の
現
状
を

調
査
し
、
地
域
美
化
作
業
に
励
み
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
紹
介
No.
46

●
お
知
ら
せ
●

サ
ー
ク
ル
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
希
望
の
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
班
1（
内
線
）２
１
２
へ
。

町立愛川中学校

職場体験が
進路決定に一役

【
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
】
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問い合わせ◆ハローワーク厚木1（296）
8609（内線）211または商工課勤労福祉
班（内線）343へ。

暮らしと事業に関する無料よろず相談会
司法書士・税理士・行政書士・土地家屋
調査士・社会保険労務士が、暮らしと事業
に関するさまざまな相談をお受けします。
相談は予約不要で時間制限無し、個別対応
です。お気軽に随時会場へお越しください。
日時◆10月19日（土）午前10時～午後4時
会場◆レディースプラザ
内容◆相続・贈与などの登記、成年後見、
税金全般、営業許可申請、外国人在留手続
き、遺言・相続、土地の測量・分筆・地目
変更、社会保険・労災の手続きなど
主催◆神奈川県司法書士会厚木支部・東京
地方税理士会厚木支部・神奈川県行政書士会
厚木支部・神奈川県土地家屋調査士会県央
支部・神奈川県社会保険労務士会厚木支部
後援◆愛川町ほか
問い合わせ◆神奈川県司法書士会厚木支部

〈電話相談〉は、土曜・日曜・祝日を除＜
毎日、教育開発センター1（内線）546で受
け付けています。

求職希望者の合同面接相談会を開催
町では、求職希望者を対象とした合同面
接相談会「ＩＮあいかわ1日ハローワーク」
を開催します。ハローワーク厚木と町主催
によるもので、当日は近隣の企業15社程
度が参加する予定です。
開催日時◆10月18日（金）午後1時～4時
会場◆愛川町文化会館3階会議室
内容◆①参加事業所との面接　②コンピュ
ータによる求人検索　③パソコンによる職
業適性検査　④労働問題、年金、パートタ
イム労働についての相談
※当日は履歴書を用意してください。
※すでにハローワーク厚木で求職登録をし
ている方は、求職受付票をお持ちください。

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

●消費生活相談
3日、7日、10日、17日、21日、24日、
28日、31日の午前10時から午後4時まで、
役場相談室で消費生活専門相談員が相談
に。（電話での相談も可）
●交通事故相談
9日と23日のいずれも水曜日、午前10
時から午後4時まで、役場相談室で交通事
故専門相談員が相談に。相談を希望される
方は住民課へ電話予約を。
●住宅相談
16日（水）の午後1時から4時まで、役場
相談室で建築事業組合愛川の会員の方が新
築や増改築、耐震建築などの相談に。
●行政書士相談
10日(木)の午後1時から4時まで、役場
相談室で神奈川県行政書士会厚木支部の会
員の方が相談に。
●なやみごと相談
11日（金）の午後1時30分から3時30分
まで、役場相談室で人権擁護委員、行政相
談員が相談に。
●教育相談
△不登校・校外生活・非行・就学相談など
〈来所相談〉は、毎週、月・火・木・金曜
日の午前9時から午後4時まで、役場教育
開発センター1（内線）546で、教育相談員
が相談に応じます。
〈出張相談〉は、7日（月）にレディースプラ
ザで、21日（月）にラビンプラザでいずれ
も午前10時から午後3時まで行います。
※相談指導教室およびスクール館セラー相
談に関することも、同センターにお問い合
わせください。

相　談

今月号の広報あいかわを読んで、クイズに挑戦し

てください。正解者の中から抽選で5人の方に、図書

券（1,000円分）をプレゼントします。

応募方法◆町内に在住の方で、一人1通に限ります。

はがきに答え・住所・氏名・年齢・電話番号・広報あい

かわへのご意見を記入の上、お送りください。

（FAX可）

締切日◆10月10日（木）当日消印有効

あて先◆〒243－0392 角田251－1

愛川町役場総務課広報広聴班

（FAX番号286－5021）

正解と当選者は11月1日号でお知らせします。

平成13年度の決算が町議会9月定例会で認定されま
した。一般会計の歳出決算額は121億3,621万9千
円となっています。さて、一般会計の歳出の中で全
体の18％を占めているのは、何の費用でしょうか。

① 総務費　　② 民生費　　③ 土木費

9月号の答えと当選者（敬称略） ■正解：①役場環境課　■当選者：内田優子・熊坂今日香・鈴木和子・原千秋・山口絹枝

暮らしと事業に関する無料よろず相談会
お知らせ

求職希望者の合同面接相談会を開催

10月は「福祉の月」各種行事を開催

町では、だれもが住み
よい福祉のまちづくりを
実現するため、10月を
「福祉の月」とし、各種行
事を開催します。皆さん
もこの機会に福祉につい
て考えてみてはいかがで
しょうか。
問い合わせ◆福祉課社会
福祉総務班（内線）242へ。

行　事　名 日　時 会　場 内　容
10／3（木）

福祉体育大会 午前9時30分～
午後3時　
10／10（木）～

福祉ポスター展 10／20（日） 町文化会館ロビー
午前9時～午後5時

社会福祉大会
10／19（土）
午後1時～午後4時

町文化会館ホール

10／21（月）～
福祉センターおよび

福祉のひろば 10／27（日）
関連施設

午前9時～午後5時

福祉バザー
10／27（日）

町役場庁用車車庫
午前10時～売り切れまで

高齢者、障害者及び
福祉関係者による体
育大会

小・中・高生徒から
募集した優秀ポスタ
ーの展示
福祉関係者の表彰と激励慰
安のアトラクション実施
福祉作品展、福祉機器展、
ふれあいアート、親子手
作り教室、健康体操など
福祉に役立てるため、善
意の寄付物品を販売

三増公園陸上競技場
（雨天の場合は第1
号公園体育館）
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イ ン フ ォ メ

愛川町人材バンク活用講座
絵手紙教室を開催
野菜や果物を題材にして、お友達などに
絵手紙を送ってみませんか？
日時◆10月26日（土）午後1時30分～3時
30分
場所◆ラビンプラザ2階第1・2会議室
定員◆町内在住・在勤の方20人（応募多数
時は抽選となります。）
参加費◆1人200円（画仙紙はがき代）
講師◆中野品子さん（愛川町人材バンク登
録者）
持ち物◆題材（野菜・果物・草花など）、
その他題材したいもの
申し込みと問い合わせ◆10月2日（水）～
16日（水）までにラビンプラザ（半原公民館）
1281－01７7へ。 ※15日は休館日
※2歳～6歳児の一時保育を行います。希
望される方は事前にお申し込みください。

第3回あいかわ応援団「みんなの先生」キ
ャンペーン講座
●初めての生け花講座
剣山を使って花を生けてみませんか？
日時◆11月16日（土）午後1時30分～3時30分
会場◆レディースプラザ（中津公民館）
第1・2会議室
定員◆町内在住・在勤の方16人
参加費◆1,500円（花器・剣山・花材費な
ど）※申し込み時にお支払いください。
持ち物◆はさみ・新聞紙・タオル・筆記用
具・持ち帰り用の袋
●パソコンで年賀状・住所録作成講座
みんなで一緒に年賀状と住所録を楽しく
作りましょう！ワードとエクセルの活用法
が勉強できます。
日時◆11月16日（土）午後1時30分～4時30分
会場◆町文化会館　会議室
定員◆町内在住・在勤の方20人
参加費◆無料
持ち物◆筆記用具など
申し込みと問い合わせ◆11月1日（金）まで
に生涯学習課1（内線）527へ。
生け花講座の申込みはレディースプラザ
（中津公民館）1（285）1600でも受け付け
ます。

●ホール

●展　示

※展示場所はすべて１階で、入場は無料です。なお、通常の展
示時間は9:00～17:00です。
※問い合わせは直接主催者にお願いします。
※夢カードで文化会館前売り券が交換できます。

※「夢カード」で文化会館前売り券が交換できます。

10/3（木）
〜

10/7（月）

描いて楽しい絵手紙展
最終日は午前中まで

手紙友の会　佐藤
（1285ｰ5840）

月日 催　し 開演 終演 主　催 入　場

期間 催　し 主　催

10/9（水）
〜

10/17（木）
環境ポスター展

町福祉課
（1285ｰ2111）

文化会館 催し案内

10/10（木）
〜

10/20（日）
福祉ポスター展

町福祉課
（1285ｰ2111）

10/14（月）
〜

10/21（月）
半原木彫教室展

半原木彫教室展　井上
（1281ｰ2570）

10/19（土）
〜

10/23（水）
圏央道リレーパネル展

圏央道神奈川地区連絡
会

10/26（土）
〜

10/27（日）

第18回愛川町
ふるさとまつり文化展

町文化協会
（1285ｰ2111）

愛川町人材バンク活用講座
絵手紙教室を開催

募　集

10/13
（日）

11：00 16：30
第20回
愛川町舞踊協会発表会

愛川町舞踊協会　高橋
（1285－1082）

無料
（先着535人）

10/19
（土）

13：00 16：00第21回社会福祉大会 愛川町社会福祉協議会 関係者

10/20
（日）

11：30 16：00
光と音と人と心の
第3回歌の祭典

みずき友の会事務局
小林（1285－2112）

無料
（先着535人）

10/27
（日）

10：00 15：00
第18回愛川町ふるさとまつり
文化芸能発表会

愛川町文化協会
（1285－2111）

無料
（先着535人）

11/2
（土）

10：00
14：00

11：40
15：40

映画「able」
愛川町心身障害児者
母の会（1285－3207）

大人 1,000円
6～18歳・障
害者・ 高齢者
500円
6歳未満 無料

テレビでもおなじみのハネ

ケンこと「羽田健太郎」のピ

アノコンサートを開催いたし

ます。ピアノ演奏と楽しいお

話で素敵なひとときをお過ご

しください。

会場◆町文化会館ホール　

入場料◆3,500円（全席指定）

前売開始日◆10月5日（土）

＊前売券が売り切れた場合、

当日券はありません。

＊未就学児の入場はご遠慮く

ださい。

問い合わせ◆文化会館1（内

線）532へ。

12月15日（日）
午後6時30分開演 第3回　あいかわ楽習応援団

「みんなの先生」キャンペーン講座

がくしゅう

羽田　健太郎
ファンタジーメロディーズ

この運動は、道路への違法駐車が交通事故や交通渋滞の原因となっていることから、全

ての町民が交通ルールを守り、駐車マナーを向上させることにより、安全で円滑な道路環

境確保を図るため実施されます。これを機会に、一人ひとりが違法駐車の危険性や迷惑に

ついて考え、駐車マナーの向上に取り組み、交通事故のない安全な町をつくりましょう。

『ちょっとだけ　甘えが招く　迷惑駐車』 １違法駐車の追放

２交通ルールの遵守と駐車マナーの向上

●違法駐車追放運動強化月間 期間：10月１日（火）～31日（木）

スローガン 重　点



122002.October

日
に

本
ほん

語
ご

に不慣
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トールペインティング教室を開催
トールペインティングで、おしゃれなキャ
ンディ入れとクリスマスリースを作りません
か。初めての方も気軽に参加してください。
主催◆ラビンプラザ半原公民館
日時◆1回目　11月16日（土）

午後1時30分～4時30分　
キャンディ入れの製作

2回目　11月23日（土）
午後1時30分～4時30分
クリスマスリースの製作

会場◆ラビンプラザ2階第1・2会議室
対象◆町内在住在勤者10人（応募多数時は
抽選となります。）※2回とも出席できる方
参加費◆2,100円（2回分の材料費）
持ち物◆エプロン・えんぴつ・消しゴム・
絵の具用の筆
講師◆クラフトマーナースタジオ　難波
龍子さん
申し込みと問い合わせ◆10月2日（水）～
16日（水）までにラビンプラザ（半原公民
館）1281－0177へ。※15日は休館日
その他◆・参加者が確定しましたら、事前
に参加費と引換えに材料をお渡ししますの
で、教室当日までに下地塗りの作業を行っ

ていただきます。
・2歳～6歳児の一時保育を行います。希
望される方は事前にお申し込みください。

●第1号公園体育館
福祉体育大会（10月3日）※雨天の場合のみ
バドミントン厚愛地区新人戦（5日）、第23
回郵便局ママさんバレーボール大会、ダン
ス大会（6日）、バスケットボール厚愛地区
新人戦（12日）、2002あいかわスポレク祭
（13日）、バドミントン社会人大会（20日）、
ソフトバレー教室（23日）、剣道級別大会
（27日）
●第1号公園野球場
野球協会大会（10月6・27日）、2002あい
かわスポレク祭（13日）、六倉区体育祭
（20日）
●第1号公園庭球場
第43回秋季テニス大会、第6回ソフトテニ
ス教室（10月6日）、2002あいかわスポ
レク祭（13日）、第52回テニス事業所対
抗戦（10月27日）
●2号公園
ソフトボール大会（10月6日）、桜台区運動
会（13日）、桜台団地区ソフトボール大会
（20日）
●小沢運動場
ソフトボール協会大会（10月6・13・20日）
抽選日◆
○有料公園施設（第1号公園テニスコー
ト・小沢ソフトボール場）12月1日から1
月4日分抽選会…11月1日
○体育館施設　11月15日から12月14日
分抽選会…16日
休館日◆10月1・8・15・22・29日
※志田運動場は平成15年3月まで工事のた
め利用できません。
※坂本運動場は11月11日から30日まで芝
整備のため利用できません。
●三増公園陸上競技場
愛川町福祉体育大会（3日）、陸上リトル教
室（5日・11月2日・16日）、第3回　陸上
教室（20日）、サッカー協会リーグ戦（6・
27日･11月17日）、少年サッカー教室
（5・19日・11月9･23日）、厚愛地区中学

校新人戦サッカー大会（12日）、愛川町小
学校連合運動会（18日）、第3回陸上記録会
（20日）
●田代運動公園
○野球場
厚愛地区中学校総体野球大会（5日・12日）、
野球協会秋季大会（13日・20日・11月10日）
○ソフトボール場
ソフトボール協会秋季大会（13日・20日）、
愛甲郡少年野球協会愛甲リーグ戦大会
（14日・11月4日）
○ゲートボール場
老人クラブ連合会ゲートボール大会（10日）
※有料公園施設11月15日から11月30日
分抽選会
（野球場・ソフトボール場）◆15日
※有料公園施設11月15日から12月14日
分抽選会
（テニスコート）◆15日

●法律相談
4日と18日のいずれも金曜日午前10時
から午後3時まで、役場相談室で弁護士が
相談に。11月は1日と15日を予定。相談
を希望される方は電話予約を。予約をされ
る方は、相談日の11日前の月曜日から受
付をします。（月曜日が祝日の場合は翌日）
住民課1（内線）255（有線）4822へ。

ー シ ョ ン

話題の本

▼てるてる坊主の照子さん（上・下）
（なかにし　礼）
▼トキオ（東野　圭吾）
▼老いてこそ人生（石原　慎太郎）
▼きみとあるけば（伊集院　静）
▼道元（立松　和平）

ベストリーダー展
図書館で多くの方に読まれた本やリ
クエストの多かった本を展示して貸し
出します。
期間◆10月14日（月）～11月30日（土）
（但し、11月1日（金）の館内整理日、
および火曜日の休館日を除く）

スポーツ

スポーツ情報

トールペインティング教室を開催
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今月の納税・納付

町県民税　　　　第3期分
国民健康保険税　第5期分
介護保険料　　　第5期分　
納期限　10月31日（木）



乳幼児の健康診査

受付◆午後1時15分～2時15分
会場◆町保健センター
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263･264へ。

※4カ月児健診については、神経芽細胞腫
（小児がんの一種）の用紙をお渡しします
ので、病院などで健診済みの方も必ずお越
しください。
※3歳6カ月児健診については、対象者へ9
月下旬に必要書類をお送りします。（届か
ない方はご連絡ください。）
スキンシップ教室

赤ちゃんとお母さん！保健センターへ遊
びに来ませんか？
ベビーマッサージや身長・体重測定、育
児の相談など内容も盛りだくさん、お友達
もたくさんできると思います。お気軽にご
参加ください。
日時◆10月15日（火）
午前10時～11時30分（受付は9時45分～）
会場◆町保健センター
対象◆生後2カ月～1歳未満のお子さんと
お母さん（1歳以上のきょうだいがいる場
合はご相談ください。）
持ち物◆母子手帳、バスタオル（赤ちゃん用）
申し込みと問い合わせ◆健康づくり課予防
班1（内線）263･264へ。
※初めて参加される方は予約が必要です。

離乳食の講習会

日時◆10月16日（水）午後1時30分～3時
30分
受付◆午後1時10分～1時30分
会場◆町保健センター
対象◆生後4～8カ月の初めてのお子さん
とお母さん
持ち物◆母子健康手帳、スプーン、筆記用具
内容◆栄養士の講話・離乳食のすすめ方と
試食
申し込みと問い合わせ◆予約制ですので
10月11日（金）までに健康づくり課予防班
1（内線）263･264へ。

マタニティ・セミナー（秋コース）
日時◆10月30日（水）・11月11日（月）・
18日（月）・25日（月）午後1時30分～4時
（10月30日は午前10時～午後1時）
※4日間1コース
会場◆レデイースプラザ調理室（1日目）、
町保健センター（2～4日目）
対象◆初めてお母さんお父さんになられる
方
※11月25日はご夫婦でご参加ください。
持ち物◆母子手帳、筆記用具
申し込み◆健康づくり課予防班1内線
263・264へ。
※参加される方は予約が必要です。
内容◆

お子さんにむし歯はありませんか？むし
歯をなくし丈夫な体をつくりましょう。
会場◆町保健センター
持ち物◆母子手帳、歯ブラシ、タオル、コ

ップ、乳幼児手帳のアンケート
問い合わせ◆健康づくり課予防班1（内線）
263・264へ。

※育児について心配のある方は、保健師が
相談をお受けします。
※ 初回の対象は、2歳児歯科検診を初めて
受診される方。（むし歯予防教室未受診の
方）
※ 2歳児歯科検診では身長・体重測定も行
なっています。
65歳以上の方を対象に
インフルエンザ予防接種を実施します。

町では、今年度も65歳以上の方を対象
に、インフルエンザの予防接種を実施しま
す。
対象となる方には、町から受診券を送付
しますので、各医療機関に設置されている
説明書をお読みの上、主治医と相談して、
体調の良いときに受けてください。
対象者◆町内に住民登録または外国人登録
をしている方で、
・接種当日、満65歳以上の方
・60歳以上65歳未満の方で心臓や腎臓、
呼吸器などの重い病気で日常生活が極度
に制限される程度の障害を有する方
実施場所◆町内および厚木市内の指定医療
機関（お問い合わせください）
接種回数◆1回
自己負担金◆1,000円
実施期間◆10月1日（火）～平成15年1月
31日（金）
受診方法◆対象となる方には、9月25日ご
ろ受診券を送付いたしますので、予防接種
を希望する方は、事前に指定医療機関へ電
話予約などをしてから受診してください。
問い合わせ◆健康づくり課予防班1

（261・263）へ。

乳幼児の健康診査

保 健 ガ

対　象

4 カ月児
（14年6月
生まれ）

10カ月児
（14年1月
生まれ）

1歳6カ月児
（13年4月
生 ま れ ）

3歳6カ月児
（11年4月
生 ま れ ）

11月5日
（火）

11月7日
（木）

11月8日
（金）

11月12日
（火）

母子手帳、乳
幼児手帳のア
ンケート

母子手帳、乳
幼児手帳のア
ンケート

母子手帳、歯ブ
ラシ、タオル、
当日の朝の尿、
アンケート用
紙、視力・聴力
の調査票（記入
済みのもの）

期　日 持ち物

母子手帳、歯ブ
ラシ、タオル、
乳幼児手帳の
アンケート

お子さんの歯科保健指導

65歳以上の方を対象に
インフルエンザ予防接種を実施します

スキンシップ教室

マタニティ・セミナー（秋コース）

離乳食の講習会
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オリエンテーション・栄養の話
1日目 クッキング（調理実習）
10／30

お母さんと赤ちゃんの歯の話

2日目
11／11 お産の経過・母乳で育てよう

妊婦体操
※運動できる服装でお越しください。

3日目
赤ちゃんの衣類と心

11／18
子育ての話・卒業生との集い
先輩ママさんと赤ちゃんも参加します。

4日目
11／25

※エプロン、材料費（300円）をお持
ちください。

赤ちゃんの人形を使いお風呂に入れ
る実習です。
※ご夫婦でお越しください。

※歯ブラシ、コップ、手鏡、バスタ
オルをお持ちください。

教室名
むし歯
予　防
教　室

期　日

10月17日
（木）

対　象 受　付

13年9月
生まれ

午前9時
4 5 分～
9時55分

歯科検診
・

育児相談

10月17日
（木）

12年3月
・
9月
生まれ

初回
午後1時～
1時15分
2回目
午後2時～
２時30分



やすらぎ健康相談
対象◆乳幼児からお年寄りまで
内容◆生活習慣病、育児相談、栄養相談
受付時間◆午前10時～11時
期日・会場◆
10月23日（水） ラビンプラザ
10月28日（月） 桜台南公民館
10月29日（火） 春日台児童館
※ご希望の方は当日直接会場へお越しくだ
さい。

献血のお知らせ
次の日程で献血を行います。皆さんのご
協力お願いします。

平成14年度難病講演会・相談会のお知ら
せ（予約制）
日時◆10月11日（金）午後2時～4時
場所◆神奈川県厚木合同庁舎　新館4階Ａ
Ｂ会議室
内容◆①講演｢膠原病の治療と日常生活｣

②個別相談
講師および相談医◆北里大学病院膠原病感
染内科教授　近藤　哲文氏
対象◆膠原病をお持ちのご本人および家族
の方など
申し込みと問い合わせ◆10月11日（金）の
午前までに厚木保健福祉事務所保健予防課
1（224）1111（内線）3227へ。

骨密度と体力を測ってみよう！
体を動かすために、欠かせない骨と体力。
日ごろ受ける機会の少ない｢骨密度測定｣と
｢体力測定｣を同時に受けて、ご自分の実際
の年齢と比較してみませんか？
日時◆10月22日（火）
①骨密度と体力測定：午前9時30分～正午
②骨密度測定のみ：午後1時30分～3時30分
会場◆町保健センター
対象◆20～59歳で骨粗鬆症と診断されて
いない方　90人
※骨密度測定を受けたことのない方を優先

させていただきます。
※定員を超えた場合は、抽選とさせていた
だきます。
申し込みと問い合わせ◆10月11日（金）ま
でに、健康づくり課健康づくり班（内線）
261・263へ。

小児心臓病講演会のご案内
日時◆10月4日（金）午前10時～正午
場所◆神奈川県厚木合同庁舎新館　4階会
議室
定員◆親子やきょうだいなど先着30組
内容◆｢小児心臓病の治療と日常生活の留
意点｣ 講師：成長医療センター　循環器
科医長　石澤　瞭氏
｢心臓病の子どもを守る会の紹介と体験談｣
講師　心臓病の子どもを守る会　県域支部
代表　山口　美はと氏
申し込みと問い合わせ◆10月3日（木）まで
に厚木保健福祉事務所　保健福祉課
1（224）1111（内線）3223～3224へ。
※一時保育をご希望の方は、申し込み時に
お申し出ください。（先着15人）

町民健康相談
期日◆10月7日（月）
受付◆成人：午前9時00分～10時00分
乳幼児とその保護者：午前10時00分～11
時00分
会場◆町保健センター
対象◆乳幼児からお年寄りまで
内容◆生活習慣病、育児・栄養相談、血圧
測定、尿検査など
問い合わせ◆健康づくり課健康づくり班1

（内線）263へ。
※ご希望の方は当日直接会場へお越しくだ
さい。

木保健福祉事務所からのお知らせ
●栄養専門相談（病気の方などの食事相談）
10月1日（火）・15日（火）
●専門医による精神保健相談（心の病気や
社会復帰などの相談。アルコール・薬物・
シンナーなどの依存症の相談も行います。）
10月7日（月）・16日（水）・24日（木）※
10月4日（金）は愛川町保健センターで開催
●専門医による老人性痴呆の相談（もの忘
れがひどくなるなど、痴呆についての相談）
10月2日（水）

●こども専門相談（発育や子育てについて、
小児科医、臨床心理士、理学療法士が相談
に）10月3日（木）
●こども整形外科相談（18歳未満で心配の
ある方）10月24日（木）
●障害児のための歯科相談（心身に障害を
持つ6歳未満の幼児）10月3日（木）
●大人の歯ぐき検診（対象は20～39歳の
方）10月22日（火）
●エイズ無料検査（電話相談は随時受付）
毎週月曜日
●外国籍県民結核健康診断（午前9時～10
時30分、料金は無料）毎週月曜日
申し込みと問い合わせ◆厚木保健福祉事務
所1（224）1111
※会場は厚木保健福祉事務所
※事前に電話で予約をしてください。

だれでも心の病にかかる原因はたく
さんあります。その中でも「うつ病」
についてお話ししたいと思います。
「うつ病」とは分かりやすくいうと、
心が疲れたために気分が憂うつで、元
気の出ない状態が２週間以上続く場合
を「うつ状態」といいます。心理的原
因だけでなく、病気が原因でも「うつ
状態」になります。そして、こうした
「うつ状態」が現れる病気が「うつ病」
と呼ばれています。
うつ病は子供から高齢者まで、どの
年代でも発病する非常に多い病気とい
われ、６人に１人は発病するといわれ
ています。始めのうちは、体の異常を
疑い、医療機関を転々とすることがし
ばしば見られますが、検査しても異常
がないので、病気ではないと誤解され
ることもあります。しかし、正しい診
断と適切な治療が行われれば、ほとん
どの「うつ病」は大変よくなります。
あせらず、上手に付き合いましょう。
なお、心の病気の相談は福祉課でお
受けしています。お気軽にご相談くだ
さい。

保健師より
ひとこと

イ ド

厚木保健福祉事務所からのお知らせ

町民健康相談

骨密度と体力を測ってみよう！

平成14年度難病講演会・
相談会のお知らせ（予約制）

やすらぎ健康相談

献血のお知らせ

小児心臓病講演会のご案内

心の病（うつ病について）

142002.October

●町健康づくり課 1285─2111（内線261～264）

日　時 会　場 実施団体
10月3日（木）
10:00～12:00
13:00～15:00
11月1日（金）
10:00～12:00
13:00～15:00

愛川町役場

カルソニック
カンセイ（株）
厚木工場

カルソニック
カンセイ（株）
厚木工場

（社）県宅地
建物取引業協
会県央支部
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第18回愛川町ふるさとまつりを10月26日と

27日の両日、役場本庁舎周辺で開催します。

文化展や福祉バザー、町内産の新鮮野菜や長

野県立科町のりんごの即売など、たくさんの

催しが行われます。

各催しの内容や時間などは、10月15日発行

の「お茶の間通信」で詳しくお知らせします。

問い合わせ◆農政課農政班1（内線）302へ。

日 月 火 水 木 金 土

5

9 10 11 126 7 8

2 3 41

16 17 18 1913 14 15

23 24 25 2620 21 22

30 3127 28 29

なやみごと相談
1歳6カ月児健康診査

法律相談

消費生活相談
行政書士相談

消費生活相談
むし歯予防教室　
歯科検診
育児相談

交通事故相談

住宅相談
離乳食の講習会

3歳6カ月児健康診査

スキンシップ教室

消費生活相談
町民健康相談
出張教育相談

法律相談消費生活相談
福祉体育大会
10カ月児健康診査

4カ月児健康診査

社会福祉大会

消費生活相談交通事故相談消費生活相談
出張教育相談

第18回愛川町ふる
さとまつり

消費生活相談消費生活相談第18回愛川町ふる
さとまつり

人　口　　　42,983（+13）

男　　　　22,131（+  1）

女　　　　20,852（+12）

世　帯　　　14,997（+  4）

人口と世帯
9月1日現在
( )内は前月比

古紙配合率100％再生紙を使用しています

10月

文化会館休館日

毎週火曜日

図書館休館日

10月2日（水）・毎週火曜日

第1号公園体育館・田代運動公園・三増公園陸上競技場の休み　　

毎週火曜日　

図書館開館時間

（通常）午前９時30分～午後５時

（延長）午前９時30分～午後７時

図書館延長日

毎週水曜日

休館の
お知らせ

日時／11月17日（日）

10月26日（土）
・27日（日）

午前9時～午後3時
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